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令和２年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会
（会期：令和２年２月12日～３月18日）

議決した案件
●条例案…24件　●予算案…30件　●諮問…２件　●同意案…25件

●その他…16件　●委員会提出議案…１件
（●全会一致可決…87件　●賛成多数可決…11件）

Pick Up

令
和
2
年
度

一
般
会
計
予
算
を
可
決

　
「
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
」
と
「
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
」
の
実
現
に
向

け
た
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
一
般
会
計
9
0
9
億
3
，
0
0
0
万
円
（
前
年
度
比

10
・
5
％
増
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

重
点
施
策

○
仕
事
づ
く
り

・
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

・ 

農
山
漁
村
の
魅
力
づ
く
り
と
農
林

水
産
業
の
推
進

○
暮
ら
し
づ
く
り

・
暮
ら
し
を
支
え
る
拠
点
地
区
の
充
実

・
安
全
で
円
滑
な
生
活
交
通
の
充
実

○
人
づ
く
り

・
高
い
教
育
力
と
伝
統
を
活
か
し
た

　

学
校
教
育
の
実
践

・ 

市
全
体
が「
学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
な
る
環
境
づ
く
り

○
活
力
づ
く
り

・ 

学
術
研
究
機
能
の
発
揮
に
よ
る
都

市
活
力
の
創
出

・ 

環
境
に
配
慮
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築

・ 

未
来
を
感
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
挑

戦
都
市

○
安
心
づ
く
り

・
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

・ 

誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現

・ 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り

災害からの復旧・復興

「第五次東広島市総合計画」による
　　 新たなまちづくりへの挑戦の第一歩

◎災害復旧・被災者支援等　　　総額115億円
　・公共施設等の災害復旧 11,154,247千円
　・急傾斜地対策 315,623千円
　・被災者支援 41,444千円

◎災害に強いまちづくりと復興支援
　　　　　　　　　　　　　　　総額１億円
　・防災・減災対策 97,386千円
　・復興支援 2,000千円

◎５つの柱と重点施策　　　　　総額242億円
　・仕事づくり 1,374,188千円
　・暮らしづくり 3,379,832千円
　・人づくり 8,779,996千円
　・活力づくり 656,892千円
　・安心づくり 10,014,783千円
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
28
号
〉

東
広
島
市
地
域
福
祉
計
画（
第
3
次
）

を
策
定
し
ま
し
た

　

全
て
の
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
東
広
島
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
3
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
29
号
〉

第
3
次
東
広
島
市
農
業
振
興
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

農
家
数
の
減
少
、
食
料
の
需
給
の
変
化
、
そ
の
他
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
の
構
造
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
に
お
け
る
農
業
の
振

興
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
、
第
3
次
東
広
島
市
農
業
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

◎
計
画
に
つ
い
て

○
基
本
理
念

 

「
み
ん
な
で
考
え
、
助
け
合
い
、

　
誰
も
が
人
生
を
輝
か
せ
る
こ
と
が

　
で
き
る
ま
ち
」

　

  　

東
広
島
市
に
関
わ
る
全
て
の
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮
し

て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

○
策
定
の
背
景

　

  　

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
と

い
う
課
題
に
直
面
す
る
中
、
複
合

化
・
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
る

世
帯
が
顕
在
化
す
る
等
、公
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
が

困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
、地
域
住
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え
な

が
ら
様
々
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、

み
ん
な
で
支
え
合
う「
地
域
共
生

社
会
の
実
現
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
基
本
目
標

　

1　

地
域
の
人
づ
く
り

　

2　

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　

3　

地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る

　
　
　

環
境
づ
く
り

　

4　

必
要
と
す
る
人
が
必
要
な

　
　
　

支
援
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

　
　
　

づ
く
り

◎
計
画
に
つ
い
て

○
基
本
理
念

　

  　

本
市
に
お
け
る
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
地
域
保
全
の
観
点
か

ら
「
農
村
資
源
の
保
全
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
と
良
好
な
生
活
環
境
を

持
続
さ
せ
る
農
業
の
実
現
」
と
、

高
収
益
化
の
観
点
か
ら
「
意
欲
あ

る
者
が
夢
と
未
来
を
描
き
、
地
域

社
会
に
活
力
を
生
み
出
す
農
業
の

実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

○
将
来
像

　

  　

活
力
あ
る
農
業
と
魅
力
あ
る
農

村
が
育
む
ま
ち
東
広
島

○
基
本
目
標

　

1 　

農
の
も
つ
多
様
な
価
値
を
活

か
し
た
豊
か
な
市
民
生
活
の
創

造

　

2 　

生
産
性
の
高
い
営
農
基
盤
の

保
全
・
整
備
と
農
地
利
用
の
最

適
化
の
促
進

　

3 　

農
業
・
農
村
を
牽
引
し
、
支

え
る
担
い
手
の
育
成

　

4 　

新
た
な
技
術
と
地
域
特
性
を

活
か
し
た
生
産
性
の
高
い
次
世

代
農
業
の
展
開

　

5 　

農
を
起
点
と
し
た
多
様
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
と
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進



市議会だより　2020.6 page.24

令和２年第１回定例会　議案の審査経過

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案番号▶ 議
案
第
27
号

議
案
第
45
号

議
案
第
51
号

議
案
第
53
号

議
案
第
65
号

議
案
第
77
号

議
案
第
82
号

議
案
第
83
号

議
案
第
84
号

議
案
第
95
号

議
案
第
96
号会派名 議員名

創 生 会

片山　貴志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

坂元百合子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令 和 会

鈴木　英士 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牛尾　容子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田坂　武文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

景山　　浩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

政 友 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × × × ×

真政倶楽部 宮川　誠子 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

広 友 会 上田　　廣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
27
号（
第
五
次
東
広
島

市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

市
民
満
足
度
調
査
で
な
か
な
か
達

成
で
き
て
い
な
い
項
目
に
対
し
て
財

政
計
画
の
裏
付
け
が
あ
る
の
か
。
市

債
は
市
民
負
担
を
増
や
さ
ず
順
調
に

減
少
さ
せ
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら

の
統
計
資
料
が
示
さ
れ
な
い
中
で

チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
な
い
。

賛
成

 

景
山　

浩
議
員

　

こ
の
計
画
は
従
来
の
延
長
線
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

施
策
を
通
し
て
、
理
想
に
近
づ
け
る

た
め
に
策
定
さ
れ
本
市
の
新
た
な
価

値
観
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
本
計
画
だ

け
で
な
く
地
域
別
計
画
も
立
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

文
字
ど
お
り
本
市
の
最
上
位
計
画
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
り
賛
成
す
る
。
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● 

議
案
第
45
号（
東
広
島
市
森
林
環
境

整
備
促
進
基
金
の
設
置
、管
理
及
び
処

分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

国
の
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲

与
税
が
本
基
金
の
財
源
で
あ
る
が
、

国
民
に
は
低
所
得
で
も
課
税
す
る
一

方
で
、
大
企
業
は
負
担
ゼ
ロ
。
割
り

振
り
も
人
口
割
の
た
め
、
横
浜
市
で

は
1
億
円
に
対
し
、
山
林
が
6
割
、

そ
の
う
ち
個
人
所
有
の
山
が
9
割
の

東
広
島
市
は
1
，
4
5
0
万
円
で
あ

る
。
新
税
の
根
拠
、
譲
与
税
の
分
配

方
法
な
ど
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
制
度

に
は
納
得
が
い
か
ず
反
対
。

● 

議
案
第
51
号
（
東
広
島
市

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

共
産
党
に
は
「
浴
室
を
廃
止
し
て

く
れ
」
と
い
う
要
望
や
申
し
入
れ
は

全
く
な
く
、
む
し
ろ
「
廃
止
す
る
の

は
簡
単
に
で
き
る
が
存
続
さ
せ
る
の

が
市
役
所
の
仕
事
」
が
町
民
の
意
見

で
あ
る
。
民
間
施
設
が
次
々
と
閉
鎖

さ
れ
る
中
、
市
場
原
理
主
義
、
コ
ス

ト
主
義
で
判
断
す
る
こ
と
は
大
き
な

誤
り
。
創
意
工
夫
し
、
活
か
す
こ
と

が
大
事
と
し
て
反
対
。

賛
成

 

坂
元
百
合
子
議
員

　

平
成
8
年
に
開
設
さ
れ
た
豊
栄
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
般
浴
室
設
備

は
老
朽
化
も
進
み
、
常
時
利
用
者
は

10
人
程
度
と
少
な
く
設
備
更
新
の
費

用
も
高
額
で
あ
る
た
め
廃
止
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
本
施
設
の
一
般
浴
室

は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
の
思

い
か
ら
、
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
53
号（
東
広
島
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 
谷　

晴
美
議
員

　

国
保
税
平
等
割
一
件
あ
た
り
88
円

の
引
き
上
げ
案
で
あ
る
。
88
円
に
世

帯
数
を
乗
じ
る
と
170
万
円
余
と
な
る
。

東
広
島
市
に
は
基
金
が
11
億
6
千
万

円
も
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
り
崩
し

て
引
き
下
げ
る
べ
き
で
、
一
人
暮
ら

し
の
世
帯
に
も
っ
と
や
さ
し
い
行
政

で
あ
る
べ
き
で
あ
り
反
対
。

● 

議
案
第
65
号（
新
美
術
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
等
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

新
美
術
館
の
特
別
展
入
館
料
を
上

限
2
，
0
0
0
円
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
国
内
外
の
有
名
な
作

品
展
示
の
民
間
施
設
で
あ
れ
ば
、
当

然
高
い
入
館
料
と
な
る
。
し
か
し
、

市
直
営
の
展
示
に
は
、
上
限
を
低
い

料
金
に
設
定
し
て
、
文
化
の
振
興
を

図
る
べ
き
。

賛
成

 

岩
崎
和
仁
議
員

　

近
隣
市
町
も
特
別
展
入
館
料
の
上

限
額
を
2
，
0
0
0
円
と
し
て
い
る
。

本
市
と
同
じ
金
額
形
態
と
な
っ
て
お

り
、
何
ら
反
対
す
る
理
由
は
見
当
た

ら
な
い
。
ま
た
、
2
，
0
0
0
円
を

払
っ
て
で
も
見
た
い
と
思
え
る
特
別

展
の
開
催
を
期
待
し
、
賛
成
と
す
る
。

● 
議
案
第
77
号
（
令
和
2
年

度
一
般
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
全

医
療
機
関
が
総
力
を
あ
げ
る
い
ま
、

政
府
主
導
の
県
立
東
広
島
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
は

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
気
候
変
動

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
折
、

次
の
災
害
に
備
え
大
事
業
の
見
直
し

を
す
べ
き
で
あ
る
。
暮
ら
し
を
応
援

す
る
た
め
、
優
先
順
位
を
根
本
的
に

改
め
る
よ
う
求
め
る
。

賛
成

 

北
林
光
昭
議
員

　

こ
の
一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
30

年
7
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
を
果
た
す
べ
く
、
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
の
予
算
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
ま
ず
第
1
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
、

「
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
」
に

よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

と
な
る
予
算
と
い
う
位
置
づ
け
も
あ

り
、「
未
来
に
挑
戦
す
る
自
然
豊
か

な
国
際
学
術
研
究
都
市
」
を
実
現
す

る
た
め
の
種
ま
き
が
、
予
算
の
随
所

に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
国
際

的
研
究
拠
点
東
広
島
の
形
成
に
向
け

た
取
組
み
に
5
億
9
百
万
円
を
計
上

す
る
な
ど
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ

り
、
全
体
を
通
じ
て
も
、
非
常
に
期

待
の
持
て
る
内
容
で
あ
り
賛
成
す
る
。
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賛
成

 

石
原
賢
治
議
員

　

令
和
2
年
度
予
算
は
、
平
成
30
年

7
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
取

り
組
む
こ
と
を
最
優
先
と
さ
れ
、「
第

五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ

る
将
来
都
市
像
の
実
現
を
目
指
す
た

め
に
、
的
確
な
目
標
設
定
と
、
そ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
す
る
決
意
が
感
じ
ら
れ

る
予
算
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

各
種
施
策
の
主
な
取
組
み
ご
と
に
、

各
部
局
が
連
携
し
て
事
業
の
必
要
性

等
を
十
分
に
検
討
し
、
国
や
県
の
動

向
を
的
確
に
把
握
し
、
ま
た
市
議
会

か
ら
の
提
案
事
項
に
も
留
意
し
た
予

算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

第
五
次
総
合
計
画
の
第
1
年
目
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
積
極
的
な
予

算
が
組
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

高
く
評
価
す
る
。
ま
た
、
広
島
大
学

に
5
億
円
の
拠
出
を
す
る
こ
と
は
、

英
断
と
判
断
す
る
。
東
広
島
市
は
、

広
島
大
学
を
利
用
は
し
て
も
、
積
極

的
な
応
援
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
が
、
せ
っ

か
く
本
市
に
来
て
く
れ
て
い
る
広
島

大
学
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
直
し
、

お
互
い
が
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係

に
な
る
い
い
機
会
と
考
え
る
。

　

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
経
済
が
打
撃
を

受
け
、
歳
入
が
見
込
み
を
下
回
る
可

能
性
と
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
歳
出
抑

制
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て

い
た
。
経
済
政
策
の
「
い
ろ
は
」
の

「
い
」
は
、
景
気
の
い
い
と
き
に
は

行
政
は
手
を
加
え
ず
、
む
し
ろ
規
制

を
か
け
て
い
き
、
一
方
で
景
気
が
悪

い
と
き
に
は
、
民
間
が
支
出
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
行
政
が
雇
用
を
し
、

あ
る
い
は
経
済
を
刺
激
す
る
よ
う
な

支
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体

の
景
気
を
底
上
げ
し
て
や
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

提
言
す
る
。

● 

議
案
第
82
号（
令
和
2
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

基
金
を
取
り
崩
し
、平
等
割
の
負

担
増
へ
の
補
填
を
し
、
横
浜
市
が
決

断
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、短
期
保
険

証
・
資
格
証
の
発
行
を
止
め
、感
染
症

対
策
の
事
前
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。

● 

議
案
第
83
号（
令
和
2
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

国
の
全
世
代
型
社
会
保
障
は
自
然

増
を
抑
制
す
る
。
年
金
が
下
げ
ら
れ

る
中
、
低
所
得
者
の
軽
減
措
置
の
復

活
を
国
に
要
求
し
、
短
期
保
険
証
の

発
行
を
止
め
る
べ
き
。

● 

議
案
第
84
号
（
令
和
2
年

度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

次
期
計
画
の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
保
険
料
滞
納

世
帯
に
対
し
て
利
用
が
出
来
る
よ
う
、

抜
本
的
な
対
応
策
を
市
独
自
に
講
じ

る
べ
き
。

● 
議
案
第
95
号
（
令
和
2
年

度
水
道
事
業
会
計
予
算
）

反
対

 
谷　

晴
美
議
員

　

水
道
料
金
の
払
え
な
い
世
帯
が
今

後
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
支

払
い
猶
予
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
を

検
討
し
、
生
活
保
護
制
度
の
活
用
を

呼
び
か
け
る
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
で

き
る
体
制
に
す
る
よ
う
求
め
る
。

賛
成

 

北
林
光
昭
議
員

　

本
予
算
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
飲

料
水
の
確
保
と
水
道
施
設
の
整
備
・
更

新
・
強
靭
化
を
図
り
、水
道
事
業
経
営

の
健
全
化
も
進
め
て
い
く
と
い
う
水

道
事
業
の
基
本
に
沿
っ
た
予
算
で
あ

る
。
水
道
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が

厳
し
さ
を
増
し
、
本
市
全
体
と
し
て

は
災
害
復
旧
と
い
う
大
き
な
命
題
を

抱
え
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
根
幹
に

係
わ
る
部
分
に
お
い
て
、
令
和
2
年

度
予
算
は
、
市
民
の
付
託
に
十
分
お

応
え
で
き
る
内
容
で
あ
り
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
96
号
（
令
和
2
年

度
下
水
道
事
業
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

今
後
下
水
道
使
用
料
の
払
え
な
い

世
帯
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

水
道
事
業
会
計
同
様
、
支
払
い
猶
予

を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
27
号
（
第
五
次
東
広
島
市

総
合
計
画
の
策
定
）

　
　
　
　

第
四
次
東
広
島
市
総
合
計

画
と
の
違
い
は
何
か
。

　
　
　
　

第
四
次
東
広
島
市
総
合
計

画
は
合
併
直
後
の
策
定
で
あ

り
、
合
併
協
議
を
基
に
し
た
新
市
建

設
計
画
を
踏
襲
し
、
テ
ー
マ
と
し
て

は
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
も
の
と
し

た
。
今
回
の
計
画
は
、
現
在
の
状
況

を
踏
ま
え
、
将
来
の
目
指
す
べ
き
姿

を
ど
う
捉
え
、
新
し
い
価
値
を
見
出

し
実
現
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点

で
、
将
来
都
市
像
に
掲
げ
る
『
未
来

に
挑
戦
す
る
自
然
豊
か
な
国
際
学
術

研
究
都
市
』
に
向
け
、
戦
略
性
を
盛

り
込
ん
で
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

QＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
28
号
（
東
広
島
市
地
域
福

祉
計
画
（
第
3
次
）
の
策
定
）

　
　
　
　

計
画
を
実
行
し
て
い
く
う

え
で
の
体
制
、
地
域
へ
の
働

き
か
け
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　

庁
内
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

健
康
福
祉
部
だ
け
で
な
く
、

全
庁
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
は
、
在
宅
高
齢
者

見
守
り
協
力
員
の
機
能
拡
充
や
、
地

域
連
携
担
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
来
年
度
か
ら
配

置
し
、
地
域
資
源
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
く
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。 QＡ

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
45
号
（
東
広
島
市
森
林
環

境
整
備
促
進
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制

定
）

　
　
　
　

本
年
度
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

本
年
度
の
予
算
額
は
、
1
，

4
5
0
万
円
余
で
あ
る
。

QＡ
建
設
委
員
会

● 

議
案
第
71
号
（
東
広
島
市
寺
家
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
）

　
　
　
　

保
留
地
処
分
金
の
額
は
、

事
業
費
に
対
し
ど
の
程
度
で

あ
っ
た
か
。

　
　
　
　

全
体
事
業
費
は
29
億
5
，

0
0
0
万
円
余
で
、
保
留
地

処
分
金
は
14
億
2
，
8
0
0
万
円
余

で
あ
っ
た
。

QＡ

※［用語解説］政治倫理条例　 議員の政治倫理の確立を図るため、市民の代表者として自らの行動を厳しく律するなどの「議員の責務」や「政
治倫理基準」といった、議員の政治倫理に関する規律の基本となる事項を定めたもの。

　

大
谷
忠
幸
議
員
を
審
査
対
象
と

す
る
政
治
倫
理
審
査
会
を
2
月
27

日
に
設
置
し
、
審
査
の
結
果
、
次

の
点
が
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
に
抵
触
す
る
と
判
断
し
、
議
員

辞
職
を
勧
告
す
べ
き
と
決
定
し
ま

し
た
。

①
自
身
の
一
般
質
問
を
除
く
議
会

へ
の
正
当
な
理
由
の
な
い
長
期
間

欠
席
、
②
市
や
市
議
会
等
を
誹
謗

中
傷
す
る
文
書
の
作
成
・
配
布
、

③ 

②
の
内
容
を
市
職
員
に
長
時

間
話
す
。
ま
た
、
市
職
員
に
英
語

で
し
か
話
さ
な
い
な
ど
、
業
務
遂

行
に
支
障
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
よ
り
議
員
の
責
務
を
果
た
し

て
い
な
い
。

　

こ
の
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、

4
月
28
日
に
議
長
が
大
谷
議
員
に

議
員
辞
職
を
勧
告
し
ま
し
た
。

大
谷
議
員
の
意
見
書
の
概
要

○
辞
職
は
し
な
い
。
○
市
議
会
は

市
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

て
い
な
い
。
○
議
会
フ
ロ
ア
に
は

行
か
ず
に
議
員
の
職
務
「
行
政
へ

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
を
遂
行
す
る
。

詳
し
く
は
東
広
島
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
く

議
員
辞
職
勧
告


